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取扱説明書

1﻿ 取扱説明書
取扱説明書は本装置のライフサイクル全体について説明しています。
この説明書はすべてのユーザーの手の届く所に保管し、また、本装置
の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

安全に関する重要な情報。
 ▶ 本説明書をよくお読みください。
 ▶ 特に安全注意事項、適正使用および  
使用条件を遵守してください。

 ▶ 本機を使用する者は本説明書をよく読んで理解する必要があり
ます。

1.1﻿ 定義
この説明書で使用する「装置」という用語は、常に電磁コイル タイプ
AC10を指します。

この説明書で使用される「Ex」という略称は常に「爆発の危
険性」を指します。

1.2﻿ 表記
本説明書では、次の表記を使用します。

危険！

直接的危険性についての警告。
 ▶ 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告。
 ▶ 遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。

注意！

潜在的危険性についての警告。
 ▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながる可能性が
あります。

注記！﻿

物的損害についての警告！

重要なヒントと推奨事項。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

 ▶ 危険回避のための指示を示します。
 → 実行する必要のある作業手順を示します。

AC10, II 2G/D Ex
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使用目的

2﻿ 使用目的
電磁コイルAC10を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよ
び環境に危険が及ぶ可能性があります。
電磁コイル﻿タイプAC10は、気体または液体媒体を制御するバルブ
を操作するために使用します。

 ▶ 電磁コイルAC10で制御するバルブは、 データシートに許可され
ている媒体にのみ使用され、爆発グループIIC、カテゴリー2Gま
たは爆発グループIIIC、カテゴリー2D、温度クラスT4、T5または
T6で使用します（爆発危険領域の銘板に関する情報を参照）。

 ▶ 電磁コイルは、「6 装置の使用条件」章に指定する使用、あるい
はBürkertで推奨または承認している場合にのみ、他社の装置や
コンポーネントと組み合わせて使用することができます。

 ▶ 使用する引火保護等級は、ケーブル接続の電磁コイルのカプセ
ル化Ex「m」です。

 ▶ オプションで取り付けられた端子ボックスの引火保護等級は、ガ
スの場合は「e」、埃の場合では「t」です。

 ▶ システムを正しく安全に操作するには、適切な輸送、保管、設置
および正確な操作とメンテナンスが必要です。その他の使用ま
たはそれを超える使用は不適切な使用と見なされます。Bürkert
社はこれに起因する損害について責任を負いません。ユーザー
自身がそのリスクを負います。

 ▶ 装置は必ず用途に沿って適切に使用してください。

2.1﻿ Ex認可
Ex認可は、Bürkert社の許可を受けたモジュールとコンポーネントを
本取扱説明書の説明に従って使用する場合にのみ有効です。電磁コ
イルAC10は、Bürkert社の承認を受けた追加コンポーネントと組み
合せてのみ使用が認められており、それ以外の場合、Ex認可は無効
になります。未認可の変更を装置、モジュールまたはコンポーネント
に加えた場合もEx認可は無効となります。以下の会社によって次の
EC型式検査証明書とIECEx証明書が発行されています：
            Bureau Veritas 

Consumer Products 
Services Germany GmbH 
Businesspark A96 
86842 Türkheim

電磁コイルAC10：       EPS 18 ATEX 1232 X,  
IECEx EPS 18.0110X

端子ボックス：        PTB 15 ATEX 1011 U,  
IECEx PTB 15.0037 U 

生産は以下の会社が監査します：  CE 102 
PTB (Physikalisch Technische 
Bundesanstalt) 
Bundesallee 100 
38116 Braunschweig

EU型式検査証明書は当社ウェブサイト (www.burkert.jp) を参照し
てください
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基本的な安全注意事項

3﻿ 基本的な安全注意事項
この安全注意事項は、取付けや稼働時、メンテナンスに際して発生す
る偶発事象や事故は考慮していません。
事業者は、現地の安全規則をスタッフに関するものも含めて遵守す
る責任を負います。

システムまたは装置の高圧による負傷の危険。
 ▶ システムまたは装置の使用前に圧力を抜き、ラインをエア抜き
または排気してください。
感電による負傷の危険。

 ▶ システムまたは装置で作業する前に電圧をオフにし、再びオン
にならないようにしてください。

 ▶ 現行の電気装置に関する事故防止規則および安全規則を遵守
してください。
連続運転中の装置表面の高温による火傷および火災の危険。
電磁コイルの表面は連続運転時に非常に熱くなる場合があります。

 ▶ 装置を引火性物質や媒体から遠ざけ、素手で触れないようにし
てください。

爆発の危険。
取 付 け 後 、電 磁コイルとバ ルブ ハウジング は 閉じた システ
ムを形成します。爆発の可能性のある雰囲気で使用すると、
動 作 状 態でシステムを開くときに爆 発 する危 険 があります。

 ▶ 操作中にシステムを分解したり、開いたりしないでください。
静電気放電による爆発の危険。
静電気が帯電した装置または人が突然放電した場合、爆発危険領
域で爆発の危険があります。

 ▶ 適 切 な 対 策 を 講 じ て 、爆 発 危 険 領 域 に 静
電 気 が 帯 電 し な い よ う に し て く だ さ い 。

 ▶ 強力な電荷生成プロセス、機械的摩擦プロセスおよび分離プロ
セス、電子の噴霧（静電塗装機器の環境内など）および空気圧で
運ばれる塵埃が舞う領域で装置を使用しないでください。

 ▶ 湿らせた布または帯電防止布で軽く拭いて装置の表面をクリー
ニングしてください。
爆発の危険を回避するために、爆発危険領域での操作には以下を
遵守する必要があります：

 ▶ 爆発危険領域に関する銘板の温度クラス、周囲温度、保護等級
および電圧に関する情報。

 ▶ 設置、操作およびメンテナンスは必ず資格のある専門技術者が
実施してください。

 ▶ 設置および操作する際は、適用される安全規制（国内の安全規
制も含む）および技術の一般規則を遵守してください。

AC10, II 2G/D Ex
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一般注意事項

 ▶ 修理はメーカーのみが行うことができます。
 ▶ 取扱説明書に記載されている制限を超える機械的ストレスや熱
ストレスに装置を晒さないでください。

 ▶ 端子ボックスは非通電状態の場合にのみ開くことができます。

一般的な危険状況。
怪我を防ぐために以下の点に留意してください：

 ▶ 意図しない動作から保護してください。
 ▶ 取付時は流量方向に注意してください。
 ▶ 電源が遮断された後はプロセスの再始動を制御してください。
 ▶ バルブをラインにねじ込む際に装置をレバーとして使用しない
でください。

4﻿ 一般注意事項

4.1﻿ 連絡先
日本

Burkert Japan Ltd. 
Shiratoribashi Mikasa-building 
1-12-15 Suido, Bunkyo-ku, 
Tokyo 112-0005 
電話番号 +81 35804 5020 
Fax +81 35804 5021 
E-Mail info.jpn@burkert.com

インターナショナル
連絡先は印刷された取扱説明書の最後のページに記載されています。
当社ウェブサイト (www.burkert.com) にも記載されています

4.2﻿ 保証
保障の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの電磁コイ
ルAC10 の適正使用です。

4.3﻿ ウェブサイトで閲覧できる情報
Bürkert社製品の取扱説明書とデータシートは 当社ウェブサイト 
(www.burkert.jp) を参照してください。

AC10, II 2G/D Ex
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製品説明

5﻿ 製品説明

5.1﻿ 構造

ケーブルアウトレット
付き電磁コイルAC10
のコンポーネント：

リテーニングプレート

接続ライン

バルブのコンポーネント：

ナット

コアガイドチューブ

ライン接続部付き
バルブハウジング

コイルハウジング

ユニオンナット

挿図 1： ケーブルアウトレット付き電磁コイル タイプAC10

ライン接続部付き
バルブハウジング

コアガイドチュ
ーブ

ナット

バルブのコンポーネント：端子ボックス付き電磁
コイルAC10のコンポ

ーネント：

コイルハウジング

リテーニングプレート

端子ボックス

ねじ

ばねリング

ロックねじ

ワッシャー

供給ケーブル付きの
リングケーブルラグ

挿図 2： 端子ボックス付き電磁コイル タイプAC10

AC10, II 2G/D Ex
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製品説明

5.2﻿ ケーブルアウトレット付き電磁コイル
電磁コイル タイプAC10は、Bürkert社のさまざまなバルブ用の電
磁バルブ駆動です。いわゆる中央式電磁コイルとして、バルブから 
100％分離されています。バルブは、電磁コイルが取り外されても閉
じているシステムです。
電磁コイルの構成：
 • コイル巻線、
 • コイルハウジング (エポキシド製)、
 • 電気接続ライン、
 • ブリッジ整流器。

制御はAC電圧またはDC電圧で可能です。
電磁コイル タイプAC10は、2つのサイズで分けられるさまざまな性
能クラスで提供されます。電磁コイルとバルブ間のインターフェース
はどちらのサイズでも同じです。
電磁コイルはコアガイドチューブを介してバルブに取り付けられ、ナ
ットで固定されています。バルブの回転に対して確実に固定されて
います。
電気接続ラインのアウトレットはコイル軸に垂直です。ケーブルは電
磁コイルにしっかりと組み込まれています。ユニオンナットは取り外
し用ではありません。
バルブの金属部品は電磁コイルとバルブ間のインターフェースで電
磁コイルと電気的に接触します。金属部品は接続ラインの保護導線
を介して接地する必要があります。

5.3﻿ 端子ボックス付き電磁コイル
電磁コイルの構造は「5.2」の説明と同じですが、追加の端子ボックス
がここに取り付けられています (「挿図 2」を参照)。端子箱は型式検
査証明書PTB 15 ATEX 1011 U またはIECEx PTB 15.0037 Uで認定さ
れています。
ケーブルアウトレット方向は注文情報に従って選択することができます。
アウトレットの方向は後で変更できますが、特別なツールが必要です1)。
追加の等電位ボンディング用の接続セットが端子ボックスに接続されて
います。「8.2」章の情報を参照してください。

1)   Bürkert 社の担当者までご連絡ください。

AC10, II 2G/D Ex
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装置の使用条件

6﻿ 装置の使用条件

6.1﻿ 特別条件

6.1.1﻿ 静電荷の回避

警告！

静電気放電による危険。
静電気が帯電した装置または人が突然放電した場合、爆発危険領
域で爆発の危険があります。

 ▶ 適切な対策を講じて、爆発危険領域に静電気が帯電しないよう
にしてください。

 ▶ 強力な電荷生成プロセス、機械的摩擦プロセスおよび分離プロ
セス、電子の噴霧（静電塗装機器の環境内など）および空気圧で
運ばれる塵埃が舞う領域で装置を使用しないでください。
﻿▶ 湿らせた布または帯電防止布で軽く拭いて装置の表面をクリー
ニングしてください。

6.1.2﻿ ブロックマウント
バルブブロックは、コイル出力に関して均一に構成されることが望ま
しいです。バルブブロックで異なるコイル出力が使用する場合、最高
出力の電磁コイルのテクニカルデータが温度クラスの評価に適用さ
れます。この場合、周囲温度が+40 °Cを超えないようにしてください。

6.2﻿ 動作条件
バルブには電磁コイルの冷却機能があります。 
電磁コイルはバルブなしで操作しないでください。バルブハウジン
グは次の要件を満たしている必要があります：

 • 素材 
金属 (真ちゅう、アルミニウム、ステンレス鋼) またはポリアミド

 • 最小寸法 
32 mm x 32 mm x 10 mm

放熱性の高い大型バルブハウジングをいつでも使用することができ
ます。
シングルマウント用の電磁コイルをブロックマウントに使用しない
でください。
ブロックマウント用の電磁コイルは、ブロックマウントとシングルマ
ウントの両方に適しています。

6.3﻿ 使用温度領域
各タイプの電気データで指定されている使用温度領域を遵守してく
ださい。

AC10, II 2G/D Ex
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テクニカルデータ

7﻿ テクニカルデータ

7.1﻿ 安全注意事項

危険！

爆発の危険。
銘板に明記された安全技術データや値を考慮しなかったり、遵守
しない場合、危険な状況につながる恐れがあります。

 ▶ 装置の使用に際し、保護等級および温度クラスを必ず遵守して
ください。

銘板で指定された電圧を超過した場合、装置が過熱する恐れがあ
るため、安全関連のリスクがあります。

 ▶ 本装置を銘板の指定より高い電圧に接続しないでください。

7.2﻿ 適合性
電磁コイル タイプAC10は、EU適合宣言書に基づいてEU指令に準拠
しています（該当する場合）。

7.3﻿ 規格
適用される規格はEU指令との適合性が証明されており、これらはEU
型式検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認することがで
きます（該当する場合）。

7.4﻿ 爆発危険領域に関する銘板

7.4.1﻿ 電磁コイルの識別

バルブに関す
る情報が記載
された銘板

サンプルバルブ付き電磁コイルAC10と銘板の位置：

電磁コイルAC10に
関する情報が記載さ

れた銘板

74
65

3 
In

ge
lfi

ng
en

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

挿図 3： Ex銘板の場所と説明
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テクニカルデータ

凡例：

位置 詳細
1 ATEX、証明書の作成者と証明書番号

2 ATEX、Ex保護の識別

3 IECEx、証明書の作成者と証明書番号

4 IECEx、Ex保護の識別

5 Exコードを含むタイプ識別

6 公称出力、公称出力

7 周囲温度範囲

8 シリアル番号

9 製造年月日

10 ID番号

7.4.2﻿ 端子ボックスの識別
注記！﻿

引火保護等級は端子ボックスが取り付けられると変わります。

W
A
R
N
IN

G
-P

O
TE

N
TI

A
L 

EL
EC

TR
O

ST
AT

IC
C

H
A

R
G

IN
G

 H
A

ZA
R

D
 - 

S
EE

 IN
 IN

ST
R

U
C

TI
O

N
S

端子ボックス装着サンプルバルブ付き電磁
コイルAC10と銘板の位置：

1

2
3

4

5
6

7
8

9
10

挿図 4： Ex銘板の場所と説明
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テクニカルデータ

凡例：

位置 詳細
1 ATEX、証明書の作成者と証明書番号

2 ATEX、Ex保護の識別

3 IECEx、証明書の作成者と証明書番号

4 IECEx、Ex保護の識別

5 Exコードを含むタイプ識別

6 公称出力、公称出力

7 周囲温度範囲

8 シリアル番号

9 製造年月日

10 ID番号

7.5﻿ 電気データ

7.5.1﻿ シングルマウント用電磁コイル
DC電圧およびAC電圧、12〜240 Vの公称電圧使用可能、周波数 
0〜60 Hz

コード 全﻿幅﻿
[mm]

温度クラス 周囲﻿
温度範囲﻿[°C]

公称出力﻿﻿
[W]

PX58 32 T4/T130 °C -40〜+55 7.0

40 T4/T130 °C -40〜+55 9.0

PX60 32 T6/T80 °C -40〜+40 3.0

PX61 40 T6/T80 °C -40〜+55 1.8

PX62 32 T6/T80 °C -40〜+50   2.25

PX64 32 T5/T95 °C -40〜+60 3.0

PX66 32 T4/T130 °C -40〜+80 3.0

7.5.2﻿ ブロックマウント用電磁コイル

危険！

過熱による爆発の危険。
 ▶ 本装置を銘板の指定より高い電圧に接続しないでください。

DC電圧およびAC電圧、12〜240 Vの公称電圧使用可能、周波数
0〜60 Hz

AC10, II 2G/D Ex
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アクセサリ

コード 全幅﻿
[mm]

温度クラス 周囲﻿
温度範囲﻿[°C]

公称出力﻿
[W]

PX59 32 T4/T130 °C -40〜+40 7.0

PX63 32 T6/T80 °C -40〜+40 2.25

PX65 32 T5/T95 °C -40〜+50 3.0

7.5.3﻿ 電気的接続
素材2)：       ポリオレフィン
動作温度範囲2)：    -55〜+145 °C  

固定設置の場合
最小曲げ半径2)：    4 x 外径 (固定設置の場合)
外径2)：      6.2 mm
構造/機能：    3 x より銅線 0.5 mm²/LNPE

IEC 60754-1に準拠したハロゲンフリー

仕様 内部コード
固定ケーブル JJ04 + JWxx3)

雌ねじM20 x 1.5付き端子ボックス JA13

2) メーカーによる情報
3) 異なるケーブル長

8﻿ アクセサリ

8.1﻿ 端子ボックスのケーブル接続
端子ボックスを使用するのに適したケーブル接続を利用することが
できます。

プラスチック製のケーブル接続がバルブに付属しています。
真鍮製のケーブル接続は個別に注文する必要があります。
ケーブル接続が設置場所用に設計されており、正しく設置で
きる場合は他のメーカーでも使用できます。ケーブル接続
の適用温度は、最大周囲温度より少なくとも15 K高くする必
要があることに注意してください。

素材
クラン
プ範囲 
[mm]

動作 
温度 [°C] 注文番号 証明書

番号

プラスチ
ック

7〜13
-40〜+75

773 277 4)

真鍮 6〜13 773 278 5)

素材 IP﻿
保護 粉塵識別 ガス識別

プラスチ
ック IP66 II 2D Extb IIIC Db II 2G Exe IIC Gb
真鍮

4) PTB 13 ATEX 1015X, IECEx PTB 13.00034X
5) PTB 04 ATEX 1112X, IECEx PTB 13.00027X

AC10, II 2G/D Ex
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取付けと取外し

8.2﻿ 端子ボックスの外部接地接続
端子ボックス付き電磁コイルの場合、外部接地接続用の接続端子が
含まれています。 
等電位ボンディングの接続がパイプラインまたはプラスチック継手
を使用して行われない場合、外部接地接続を介して接続することが
できます。この使用はオプションであるため、運営者が判断する必要
があります。 
リングケーブルラグの接続容量は4〜6 mm2です。接続は「挿図 6」に
示されているように行います。

9﻿ 取付けと取外し
危険！

システムまたは装置の高圧による負傷の危険。
 ▶ システムまたは装置の使用前に圧力を抜き、ラインをエア抜き
または排気してください。
感電による負傷の危険。

 ▶ システムまたは装置で作業する前に電圧をオフにし、再びオン
にならないようにしてください。

 ▶ 現行の電気装置に関する事故防止規則および安全規則を遵守
してください。
連続運転中の装置表面の高温による火傷および火災の危険。

 ▶ 装置を引火性物質や媒体から遠ざけ、素手で触れないようにし
てください。
接続ラインの損傷による短絡の危険。

 ▶ 電磁コイルの接続ラインは必ず固定し、損傷しないよう保護して
ください。
爆発の危険。
取付け後、電磁コイルとバルブハウジングは閉じたシステムを形成し
ます。爆発危険領域で使用すると、動作状態でシステムを開くときに
爆発する危険があります。

 ▶ 操作中にシステムを分解したり、開いたりしないでください。

AC10, II 2G/D Ex

日本語



14

取付けと取外し

危険！

静電気放電による爆発の危険。
静電気が帯電した装置または人が突然放電した場合、爆発危険領
域で爆発の危険があります。

 ▶ 適切な対策を講じて、爆発危険領域に静電気が帯電しないように
してください。

 ▶ 強力な電荷生成プロセス、機械的摩擦プロセスおよび分離プロ
セス、電子の噴霧（静電塗装機器の環境内など）および空気圧で
運ばれる塵埃が舞う領域で装置を使用しないでください。

 ▶ 湿らせた布または帯電防止布で軽く拭いて電磁バルブの表面を
クリーニングしてください。

警告！

不適切な取付けによる負傷の危険。
 ▶ 取付けは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことがで
きます。

 ▶ システムが意図しない動作から保護してください。
 ▶ 取付後、再始動が制御されていることを確認してください。

9.1﻿ バルブの取付け

取付け説明の詳細は、各バルブの取扱説明書および/また
は当社ウェブサイト (www.burkert.jp) を参照してください

9.2﻿ 電気的接続
危険！

感電による負傷の危険。
 ▶ システムに介入する前に、電圧をオフにし、再稼働しないことを
確認してください。

 ▶ 現行の電気装置に関する事故防止規則および安全規則を遵守
してください。

バルブの金属部分と電磁コイルの保護導線の間に電気的接触が
ない場合、感電する危険があります。

 ▶ 常に保護導線を接続してください。
 ▶ 電磁コイルの保護導線とバルブのコアガイドチューブ間の電気
伝導を点検してください。
端子ボックス付きの電磁コイルの場合、次の点にも注意する必要が
あります：

 ▶ 永続的に敷設されたケーブルとラインのみを挿入します。
 ▶ 適切なケーブル接続を使用します (「8」章を参照)。添付取扱説
明書の規定を遵守してください。

 ▶ 端子ボックスには定格接続が0.5 mm2と2.5 mm2の心線のみ接
続してください。

 ▶ 端子ねじを0.25 Nmで締めます。
 ▶ ハウジングカバーを適切に閉じます。ロックねじを2 Nmで締め
ます。

 ▶ 保護導線接続の連続性を確認します。
 ▶ ハウジングカバーは電源を切った状態でのみ開いてください。

AC10, II 2G/D Ex
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取付けと取外し

 ▶ ケーブルの温度抵抗は、最大周囲温度より少なくとも15 K高くす
る必要があります。
端子ボックス

 ▶ 出荷状態で袋に詰められ、ハウジングカバーに接着されている外
部接地接続用の接続端子は、装置を設置する際に取り外す必要
があります。

9.2.1﻿ ケーブルアウトレット付き電磁コイル

接続ケーブルは電磁コイル タイプAC10でカプセル化され
ており、取り外すことはできません。 
銘板に記載されている指定電圧を遵守してください。

心線カラー 接続の割り当て
緑・黄 保護導線

黒 位相/陽極 (+)

黒 中性線/陰極 (-)

9.2.2﻿ 端子ボックス付き電磁コイル

黒

黒

緑・黄

位置 供給ライン接続の割り当て

保護導線

中性線/陰極 (-)

位相/陽極 (+)

挿図 5： 端子ボックス

ねじ

ばねリング

ワッシャー

ワッシャー

供給ケーブル付きのリングケ
ーブルラグ

挿図 6： 外部等電位ボンディングの接続

AC10, II 2G/D Ex
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取付けと取外し

9.3﻿ 取外し

危険！

システムまたは装置の高圧による負傷の危険。
 ▶ システムまたは装置の使用前に圧力を抜き、ラインをエア抜き
または排気してください。
感電による負傷の危険。

 ▶ システムまたは装置で作業する前に電圧をオフにし、再びオン
にならないようにしてください。

 ▶ 現行の電気装置に関する事故防止規則および安全規則を遵守
してください。

警告！

不適切な取外しによる怪我の危険。
 ▶ 取外しは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことがで
きます！
接続部漏洩での媒体流出による負傷の危険。

 ▶ 接続ラインを慎重に密閉します。

 → 電気接続を切ります。
 → パイプラインからバルブハウジングを外します。
注記！﻿

汚染による機能不全！
 • 再取付け時は、接続部から古いPTFEテープを取り外します。テープ

の残留物がパイプライン内に入らないようにしてください。

10﻿ コミッショニング
警告！

不適切な操作による怪我の危険。
不適切な操作は、怪我、装置およびその周囲環境への損傷につな
がる恐れがあります。 

 ▶ コミッショニング前に、作業員が取扱説明書の内容を把握し、完
全に理解していることを確認する必要があります。

 ▶ 安全注意事項と適切な使用を遵守してください。
 ▶ 十分に訓練された有資格者にのみシステムまたは装置を操作
することができます。

コミッショニング前に、以下を確認してください：
 → 装置が規定どおりに設置されていること、
 → 接続部が適切に実装されていること、
 → 装置に損傷がないこと、
 → すべてのねじが締め付けられていること。

AC10, II 2G/D Ex
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メンテナンス、修理、トラブルシューティング

11﻿ メンテナンス、修理、トラブルシューティング

11.1﻿ メンテナンス
電磁コイル タイプAC10は、説明書に記載の使用条件を遵守する限り、
メンテナンスは不要です。

11.2﻿ 修理

危険！

不適切な修理による危険。
電磁コイルAC10と関連する電磁バルブの安全性と機能は、修理
作業がメーカーによって実施された場合にのみ、修理後に保証さ
れます。

 ▶ 装置の修理はメーカーにのみ依頼してください！

11.3﻿ トラブルシューティング
故障の場合、以下を確認してください：

 → 装置が規定どおりに設置されていること、
 → 接続部が適切に実装されていること、
 → 装置に損傷がないこと、
 → 電圧および圧力がかかっていること、
 → パイプラインが詰まっていないこと、
 → すべてのねじが締め付けられていること。

12﻿ 輸送、保管、梱包
注記！﻿

輸送中の損害。
装置の保護が不十分な場合、輸送により損傷を受けることがあり
ます。

 ▶ 装置をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して
輸送してください。

 ▶ 許容保管温度外にならないようにしてください。
誤った保管は装置の損傷の原因となります。

 ▶ 許容保管温度 -40〜+80 °C。
 ▶ 乾燥したほこりのない状態で保管してください。
媒体汚染された部品による環境への被害。

 ▶ 環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください。
 ▶ 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。

AC10, II 2G/D Ex
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輸送、保管、梱包
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